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霧島山硫黄山周辺の温泉水の化学組成 (2017 年１-６月)＊ 

Chemical composition of hot spring waters around Iwo-yama, Kirishima 

volcano (January - June 2017) 
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2017 年１月から６月にかけて, 霧島山硫黄山の噴気域および硫黄山西麓域で採取された温泉水の陰

イオンを分析した. 硫黄山西麓（A 地点）では継続的に分析を繰り返しており, 同地点の湧水の Cl/SO4

モル比は, 2017 年１月から４月ないし５月にかけて増加した後, 減少に転じた. 

 

【試料採取・分析】 

2017 年１月 17 日から６月５日の期間に, 硫黄山西麓域の３地点, および噴気域の近傍３地点で温泉

水を採取した(第１図, ２図). 採取した温泉水は口径0.45μmフィルターでろ過処理した後, イオンク

ロマトグラフ法で Cl-, SO4
2-濃度を分析した.   

 

【分析結果・考察】 

温泉水の分析結果を第１表に示す. 温泉水に含まれる陰イオン組成は, 噴気域 a 地点（2017 年５月

15 日採取）では Cl- > SO42-型, その他の温泉水は全て SO4
2- > Cl- 型であった.  

一般に, 火山活動の活発化に伴って火山ガスの温度が上昇すると, 火山ガスに含まれる Cl/S 比は増

大することが知られおり(例えば, 小坂ほか, 1998), 火山ガス起源と考えられる温泉水中の Cl-と SO4
2- 

から計算されるCl/S比も, 火山活動の盛衰に応じて変化すると期待される. 第３図に, 本調査期間に

硫黄山西麓 A 地点で採取した温泉水の Cl-および SO4
2- の濃度, およびそれらのモル比の変化を示した. 

これによれば, 当該温泉水の Cl/SO4モル比は 2017 年１月から４月ないし５月にかけて増加し, その後

減少に転じた. 

なお, 噴気域周辺では, 硫黄山西麓A地点のCl/SO4比が減少に転じた５月以降にも, 噴気孔内を流れ

る熱水の出現や地面の浸食や空洞化が認められている. 
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第１図 温泉水の採取地点（地理院地図: 電子国土 web を使用した） 

Fig. 1. Sample location (Map from Geospatial Information Authority of Japan) 

  

 

第２図 温泉水採取地点の様子 

Fig. 2. Photos of sampling points 
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第１表 温泉水の分析結果 

Table 1. Analytical result of hot spring waters 

latitude longitude W .T. C l- SO 4
2- C l/SO 4

(deg˚ m in' sec")(deg˚ m in' sec") ˚C m g/L m g/L m olar ratio

2017/1/17 34.5 76 1290 0.16

2017/4/27 43.3 526 2840 0.50

2017/5/11 47.5 363 2570 0.38

2017/5/15 44.1 331 1860 0.48

2017/5/22 50.3 443 2570 0.47

2017/5/29 49.1 379 2660 0.39

2017/6/4 49.6 381 2840 0.36

硫黄山西麓　B 31°56'49.1" 130°51'00.9" 2017/1/17 24.5 77 1010 0.21

硫黄山西麓　C 31°56'49" 130°50'51" 2017/4/24 N D 152 1520 0.27

硫黄山噴気域　a 31°56'48.1" 130°51'10.9" 2017/5/15 95.2 11000 2640 11.3

硫黄山噴気域　b 31°56'46" 130°51'11" 2017/3/21 N D 3.9 2520 0.00

硫黄山噴気域　c 31°56'46" 130°51'04" 2017/6/4 95.5 3.4 1550 0.01

*A , B  and C  are from  w estern flank of Iw o-yam a. **a, b and c are from  fum arolic area.

硫黄山西麓　A 31°56'50.7" 130°51'03.9" 

Sanple location
Sam pling

date

 

第３図 硫黄山西麓 A：温泉水の Cl
-
, SO4

2-濃度および Cl/SO4モル比の変化 

Fig. 3. Changes of Cl
-
 and SO4

2-
 concentrations and Cl/SO4 molar ratio at sample location A 
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